
部門設計チーム社外

学校

設計者

協働

一級建築士

一級建築士

構造一級建築士 建築設備士

監理技術者

建築主任担当技術者
建 築 担 当 技 術 者

構造担当 電気担当

技術士

外構・開発担当

建築積算士 建築設備士

積算担当 機械担当
家具・実験台
デザイン選定

遊具
デザイン選定

体育器具選定

省エネ計算

工事監理部門

デザイン
エキスパート

コスト管理士

各 小 学 校 の 関 係 者

Ｐ Ｔ Ａ の 皆 さ ん

卒 業 生 ・ 地 域 住 民

支援関係支援関係

行政
町 民 ・ 町 議 会

町 教 育 委 員 会

県 教 育 委 員 会

財 政 ・ 総 務

 「 み ん な で 創 る 新 し い 学 校 」

子どもが主役で、地域密着と専門技術で支える学校づくり

効率的な進捗管理と予算整合性の確保

持続可能な学校づくりを支える環境配慮型設計

事故防止に配慮した駐車場と登下校を考慮した学校配置

で、災害時を想定した様々な安全対策とバックアップ設備『コンパクトな２階建て校舎』

『子どもたちを育て支える町の拠点となる学校を創る』

野辺地町の歴史を引き継ぎ、みんなで創る新しい学校　野辺地町の歴史を引き継ぎ、みんなで創る新しい学校　
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普段は遊び場・花畑として使い
災害時には避難場所にもなる

今までのように
愛宕公園と一体のグラウンド

歩いて来る子も
車で来る子も交わる
メインアプローチ

安全に送迎できる駐車場

わが家のような
メインアプローチ
に面した児童館

■ 業務への取組体制・設計チームの特徴

校　舎

体育館

芝生
広場

らく農園

児童館

グラウンド

らく農園

児童館

メインアプローチ

倉
庫

グラウンド

体育館
（平屋）

校　舎
（２階）

プレイ
フィールド

（芝生広場）

敷地を見渡せる２階建の校舎

地域を照らす常夜灯としての校舎

誰でも散策できる遊歩道

閉校時も校舎に影響されず
使える児童館

災害時に使える
家庭科室とイベント
にも使える音楽室

地域開放
利用者の駐車場

地域開放に
使える体育館

青：地域活用や地域配慮のポイント

統合する３校の石碑や
植栽のあるメモリアルフォレスト

子供たちの屋外遊びに
供する芝生広場は駐車
場にも使える

公共交通のバス停にも
使える寄付スペース

送迎や待合せに
十分な広さの駐車場

【業務取組体制】

【事業工程表】

【土地利用のイメージ図】

【アプローチイメージ】 【セキュリティライン計画イメージ】

【配置・土地利用計画イメージ】

■ 業務への取組方針 ■ 危険から守り切る学校

■ 特に重視する設計上の配慮事項

■ 防犯性の高い学校

給食配送しやすい
広い転回スペース

メインアプローチ沿いに
配置された児童館

スクールバス等が
安全に停車でき
乗降しやすいゾーン

様々な競技を想定した
グラウンド

赤：安全・安心および思いやり配慮のポイント

教職員、学校開放時や
体育館利用時の駐車場

児童送迎時の保護者や
来校者のメイン駐車場

通級児童送迎時の保護者や
教職員のアプローチ及び駐車場

発注

発注

発注

発注

発注 工事18ヶ月

設
計

工
事

4 6 12 94 6 312 94 6 312 94 6 312 94 6 3129 3

駐車場・外構工事

児童館建設工事

既存解体工事

屋外運動場整備

校舎・体育館工事

確 認 申 請

Ｒ９年度Ｒ８年度Ｒ７年度Ｒ６年度

建 築 設 計

Ｒ１０年度

外構・開発行為 外構・開発行為

実施設計基本
設計

この町の中心地に新たな小学校

野辺地町は、古くから交通の要所として栄え、北前船の寄港地

管理技術者や一級建築士を中心とした高度な技術者チームが、

設計・コスト管理・工事監理などでプロジェクトを全面的に

サポートします。

としての歴史が現在の祇園祭や郷土料理に受け継がれています。

地域住民や児童の意見を反映するため、ワークショップや協議

会を開催し、地域とともに作る学校づくりを進めます。豊富な

設計実績を持つチームを編成し、迅速かつ的確な対応を可能に

する体制を整えました。社内の専門知識を結集し、経験豊富な

なコミュニケーションを重視しつつ、人口減

少や教育の多様化に対応した新たな教育シス

テムの導入に向けて環境を整え、情報収集に努めます。

「基本構想」や「教育振興基本計画」を把握

し、多くの要望を確実に汲み取るために密接

短期間の設計工期を踏まえ、発注者の要望や規模・仕様、事業

コスト・スケジュールを精査し、効率的な進捗を実現します。

令和10年度の完成を目指し、土地利用や工期を考慮した設計と

工事内容を精査します。

予算との整合性を確保するため、基本設計・実施設計段階で精

献します。さらに、コスト管理士や施工監理部門と連携し、施

工実態や仮設の評価を行い、コストと工事期間の妥当性を確保

します。

新築から既存解体までを視野に、廃材の再利用や資機材の利活

児童の状況を迅速に把握できるようにします。

校舎までのアプローチには、緩やかな階段やスロープ、ベンチ、

メインアプローチ前と北側駐車場の入口には施錠可能なゲート

を設置し、登校時間後の安全管理を徹底します。

職員室は登校の様子や来校者、屋外運動場の状況を見渡せる位

既存校舎の一部を駐車場および予備の駐車場としても利用可能

る計画とします。

駐車場はバス停車や乗降スペースを確保し、一般車両の動線と

子どもたちの歩行動線を明確に分離、車止め等を設置して接触

事故の無い安全な環境を提供します。

利便性と安全性を重視した計画とします。

北側駐車場は職員や車いす利用者、通級教室利用者の送迎、

緊急車両や体育館利用者にも対応できるよう、多様な来校者の

：車両進入制御ﾗｲﾝ

：車止めによる制御ﾗｲﾝ

：車両出入口 ：校舎ｾｷｭﾘﾃｨﾗｲﾝ ：校舎出入口

くなります。さらに、消防法や関係法規に基づいた安全設備の

を整備し、災害時の安心を確保します。

ほか、停電時でも一定時間電源供給が可能なバックアップ設備

→

→

→

→

ｼﾝﾎﾞﾙ
　ﾂﾘｰ

既存ｻｸﾗ 既存ｲﾁｮｳ

配送車

正
門

乗
降
ス
ペ
ー
ス

→

駐車場
（49台）

駐車場
（18台）

駐車場
（61台）

隣接公園

ス
ク
ー
ル
バ
ス
寄
付
き

拠点として、町民全体が守り育む学校を築き、地域の発展と団

結の象徴とします。

この統合により、野辺地町の「の」の字が描く波頭のように、

地域が一体となって躍進する未来を描きます。 度の高い概算を行い、発注スケジュールに沿った工程維持に貢

用、残土の有効活用を進め、コスト削減を実現します。建物の

軽量化やPC化、ユニット機器の採用により施工性を高め、CO2

排出削減に貢献します。

高断熱化と四季に応じた自然換気を取り入れ、パッシブ技術を

活用した快適な室内環境を提供します。また、省エネ設備の導

入と電力デマンド管理により、ランニングコストを抑えたライ

フサイクルコスト（LCC）の低減を目指します。

校舎は2階建てとし、3階建てと比較して災害時の避難が容易で

安全性が高い設計とします。

吹抜を利用した「陽だまりラウンジ」を回遊する「わっかスト

リート」を通じて、校舎全体を見渡しやすい平面計画を採用し、

体育館と一体化した配置により、避難時も全員の集合がしやす

なプレイフィールドに転用し、送迎車両の流れをスムーズにす

植栽ポットを配置し、登下校が楽しくなる空間を演出します。

置に配置し、児童たちに目が行き届く学校運営を実現します。

の実現を目指します。歴史を重んじながら、子どもたちが集う

評価テーマ「業務実施方針および手法」／「安全・安心で思いやりのある学校」

　既存のコンテクストを引き継ぎながら、子どもと地域を守る明快なゾーニングと防災対応の新しい学校

N
教職員の視認性確保

教職員の視認性確保

s-shibasaki
テキストボックス
資料３



校舎

校
舎

校
舎

校舎

体育館

体
育

館
体

育
館

体育館

　児童にやさしく多様なニーズに応える配置プラン 　多様な使い方ができる「陽だまりラウンジ」 　多様な目的で訪れる方への配慮

　変化するニーズへ対応できる柔軟な空間設計

　交流、学び、心のケアが調和する校舎

　学習および生活の場、職場としての環境を整備

　教室の映像設備の充実と可変性への配慮

　統合校の記憶を残し、野辺地の特産や県産材を活用する

　放課後児童クラブとして、多様に使える児童館

　利用頻度を高める児童館の在り方

　防災機能を持った体育館と一体の校舎での高い利便性を確保

：通級職員動線

みんなの思いが息づく、共に学び成長する　やわらかな学校みんなの思いが息づく、共に学び成長する　やわらかな学校
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わっかストリート

わっかストリート

ICT／
図書コーナー

図書
　コーナー

陽だまり
ラウンジ

▽2FL

▽1FL

デンスペース
ICT／

図書コーナー

図書コーナー

陽だまり
ラウンジ

教室教室

教室

わっかストリート

教室 教室教室
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 　 １ Ｆ 　

 　 ２ Ｆ 　

 　 １ Ｆ 　

グラウンド

体育館

児童館

らく農園

プレイ
フィールド

校　舎

【断面イメージ】

【ひだまりラウンジでの講演イメージ】

【木材活用イメージ】

【体験イメージ】

【堆雪場所のイメージ】

■ 多目的な教室空間と合理的配慮が行き届いた学校 ■ 利用しやすい学校

■ 良好な環境とバリアフリーが行き届いた学校

■ 日常的に交流できる空間

■ 充実したＩＣＴ環境

■ 地域の歴史や文化、自然に触れ合える学校

■ 災害時に必要な機能を備えた学校

多目的に使用できる
ストリート及びラウンジ

1,2階共に
見通しの良いストリート

アリーナを見渡せるギャラリー

ヒートポンプ式
冷暖房システム

自然風

高断熱
の壁面

無落雪の屋根

水廻りのピット 床下から吹出す冷暖房システム

日射を
防ぐ庇

本棚

本棚

本棚

本棚

本棚

本棚

乾式壁

多様な交流が生まれる
陽だまりラウンジ

観覧席やステージ
にもなる大階段

一般児童
の玄関 地域開放しやすい配置

職員や来客
通級児童の玄関

グラウンド
や登下校が
見えやすい職員室

プライバシーに
配慮した配置

様々な大きさで多目的に使える教室

広くて丸く、
つながる廊下

広い遊戯室で
分割もできる アプローチに面し

預けやすい幼児室

メインアプローチに
面した玄関

メモリアルフォレスト
へつながる玄関

可動コート掛け

常夜灯の様に
灯る吹抜

普通教室や職員室、校長室を南向きに配置し、採光を活かした

し、屋内外の活動がスムーズに行える設計です。

活できる環境を作ります。

的に落ち着いた学びの場を提供します。特別支援教室は普通教

室と同じエリアに配置し、隔たりなく支え合いながら学び、生

職員用の動線を短縮し、更衣室や休憩室を配置することで、

教職員の働きやすさも考慮しています。

多様性を尊重した平等な学びの場を提供します。

中心に一体感を高め、大階段を活用した空間を提供します。

各階に多目的トイレを設置するなど、バリアフリーを徹底して

して開放的に設けられています。

【陽だまりラウンジのイメージ】

然に交流ができる、心理的安定を促進する空間です。

りすることで、年上の

子が年下の子を助ける

習慣や相互支援の精神

が育まれます。

呼ばれる落ち着けるス

ペースもあり、児童が

心理状態に応じて過ご

せる環境が整っています。

遊んだり、本を読んだ

吹抜け空間では、共に

【わっかストリート】

教室の間仕切りは、一部を乾式で

撤去可能な形式を採用し、教室の

再編成や施設の用途変更に柔軟に

対応できる設計とします。このフ

レキシブルな構造により、将来的

には余裕教室を多様な用途に活用

可能とし、学校の変化するニーズ

や利用効率の向上、長期的な視点

での活用可能性を最大限に引き出

す計画となります。

校舎は多目的利用を考慮

した設計で、広い廊下

可動式コート掛けでゾー

ン分け可能であり、グル

ープ学習や集会に対応す

【校舎・体育館の平面イメージ】

け、校内外の活動に活用できる場とします。また、敷地西側の

駐車スペースやプレイフィールドを地域イベントに利用しやす

い場として確保します。

ーツやピクニックの場として活用し、安全で清潔な利用を促進

します。ベンチや日陰の植栽を配置し、愛宕公園と併せて地域

住民の憩いの場とする計画です。

映像設備を充実させ多様な授業スタイルに

た視覚的学習やグループ学習が可能です。 【映像設備イメージ】

体でICT環境が整備され、より充実した学びの場が提供されます。

改変や追加が容易な構造となっています。これにより、学校全

既存の樹木園を極力残し、

整備により児童が地域の

自然に触れ合える場を計

画します。

新校舎内に統合校の記念

品を展示し、地域と卒業

空間を創出します。

校の思い出を感じられる

野辺地は全国有数のホタテ

生産地です。ホタテの貝殻

は、粉砕して調湿機能に優

れた建材として活用されて

います。これらを建築資材

として有効に活用できる事

例となります。

感じる空間を提供します。

色を体験できる場を提供し

貢献します。

「わっかストリート」は

る多用途オープンスペー

スです。

「陽だまりラウンジ」内の大階段は、発表や集会の場としても

利用できる柔軟な空間となっており、階段周辺は図書エリアと

「陽だまりラウンジ」を起点に低学年と中・高学年が中央で自

階段下には「デン」と

快適な学びの環境を提供します。グラウンドとの連続性を確保

　通級指導が必要な児童には、一般とは別のエリアを設け、心理

「陽だまりラウンジ」は自然光と換気を取り入れられる吹抜空

間で、明るく爽やかな学びの場です。「陽だまりラウンジ」を 教室はICT環境に対応した設備を整備し、

対応できる環境を提供します。可変的な教

室設計により、プロジェクター等を活用し

タブレットを活用した情報収集や学習活動が標準化され、タブ

レット置き場や電気配線を集約したEPSが設けられ、インフラの

【メモリアルフォレストイメージ】

【児童館平面イメージ】

【間仕切の可変性】

：堆雪場所

基本構想に基づき、管理部門および低学年クラスは1階に配置

れを考慮して1階に配置し、家庭科室も1階に設けます。家庭科

室は災害時の炊き出しにも活用でき、地域開放にも寄与します。

昇降口は駐車場側と住宅街側の両方向に設け、児童の多様な登

し、その他の教室は2階に配置します。音楽室は楽器の出し入

校環境に対応します。職員や来校者の出入りもスムーズです。

体育館と一体化した校舎は、児童がすぐに体を動かせる環境を

提供し、授業間の移動もスムーズで、ストレスの少ない学校と

なります。

児童館が校舎と分離して配置され、かつ駐車場や緑地部分など

の学校管理と一定の離隔が生ずることで、閉校時でも児童館だ

きる施設となります。

に計画することで、迎えを待つ児童らの待機場所として、使い

やすく内外での活動をフォローできる空間とします。

それぞれ連携したり、個別活動のしやすいように大きさや隣接

北に玄関を構えます。

児童館は、校舎昇降口を出て西側駐車場までのアプローチ沿い

関係を変えて、ランダムに配置します。また、北側のメモリア

ルフォレストへも自由に出入りできるように、校舎と同様の南

けの運用が可能となり、管理の仕方によって多様な利活用がで

用者は西側幹線道路沿いに安全な乗降場所を設けます。

降口から入館します。給食搬入車両やゴミ収集車両も北側入り

口を使用し、配膳室や用務員室へのアクセスがスムーズです。

【デンのイメージ】

【ベンチコーナーのイメージ】

ない設計により、除排雪が容易で安全性を高めます。雪庇対策

も注力し、積雪による事故を防止します。

防災拠点としての機能を備えるため、体育館は避難場所として

必要な設備を整え、校舎との接続面には高い断熱性能を持たせ

た避難所環境を提供します。

体育館は冬季の西風の影響を受けにくい東側に配置することで

防寒対策がしやすい配置設計です。

プレイフィールドを活用する計画です。これにより、雪の影響

を最小限に抑え、迅速な避難対応が可能となる計画です。

冬季の堆雪場所として、敷地内の駐車スペースやアプローチは

来校者の利便性と安全性を考慮し、3ヶ所の駐車場と動線を設

計しています。職員や開校時間帯は北側駐車場を利用し、北昇

体育館利用者は専用駐車場と入り口を使用し、スクールバス利

送迎用駐車場はスクールバス動線と分け、児童の安全を確保し

ます。参観日や運動会時には、この駐車場に隣接するプレイ

フィールドを臨時駐車場として開放できるように計画します。

児童館の近傍には広いプレイフィールドや統合した小学校から

移植した植栽・石碑等を配置できるメモリアルフォレストを設

プレイフィールドは、フットサルなど器具を必要としないスポ

メモリアルフォレストの

県産木材を新校舎に採用し、

視覚や嗅覚で郷土の素材を

学校農園では花や地域特産

のコカブを育て、地域の特

ます。これにより、地元資

源の持続可能な利用を促進

し、児童の地域文化理解を

深め、地域経済の活性化に

校舎と体育館は無落雪の屋根を採用し、建物周辺に雪を落とさ

児童館には、広い遊戯室と３つの教室、幼児用スペースを設け

評価テーマ「子どもが主役の学校」／「地域とともにある学校」

　のへじの自然・文化と共に歩み、地域の風景そのものとなる未来シンボルの学校
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：職員動線




